
 

 

 

 

 

 

     平成 29年３月 1日発行 （第８０号）                
本お知らせは、名古屋市に避難されてきた方に役立つ情報をお伝えするため、 

毎月１日に発行しています。みなさんのご意見・ご感想をお待ちしています。 

  

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

発行：東日本大震災被災者支援ボランティアセンターなごや   

〒462-8558 名古屋市北区清水４-１７-１ 5 階 

名古屋市社会福祉協議会 ボランティアセンター内 

電話: 070-5587-7153（平日 9～17 時） 
FAX：052-917-0702 
E メール shien-vc@nagoya-shakyo.or.jp 

名古屋って、あったかくて  

いいまちだなぁ。 

  
春です。この時期の旬の野菜は、菜花類などの種類が増え、またタラの芽やふきのとう、つくし、筍など 

山菜も出て来ます。その他にも、春キャベツ、アスパラガス、きぬさやなどもあります。食卓も鮮やかな色合い

になってきますね。 
 
大都市である名古屋でも、実は野菜は作られています。愛知県では、①今から５０年前には栽培されて

いたもの、②地名･人名がついているなど愛知県に由来しているもの、③今でも種や苗があるもの、④種や

生産物が手に入るものという４つを満たす３５品種を「あいちの伝統野菜」に選定していますが、名古屋で

作られる野菜も４品種が選定されています。 
 
①緑区大高地区が主産地の「大高菜（おおだかな）」は、漬け菜の一種で独特の香りとほろ苦い風味があり

ます。 

②天白区発祥の「八事五寸人参(やごとごすんにんじん)」は、名のとおり 15-18cm 程の長さで濃いオレンジ色

で芯が柔らかいので、早く火が通る割に煮崩れせず、柔らかいので煮物やサラダに向いています。 

③中村区で作られている「愛知大晩生（あいちだいばんせい）」は、やや扁平で２～３kg の大玉になるキャベツ

で、芯が大きくならず、葉肉が厚く甘みがあります。 

④中川区で作られている「野崎白菜２号（のざきはくさい）」は、我が国で初めて完成された完全な結球白菜

です。葉は柔らかく糖度が高いで、鍋物、炒め物、漬物に向いています。 
 
 また、市民の方が利用できる貸し農園の｢市民農園｣ 

があり、時期を決めて利用者を募集しています。抽選 

の平均倍率は２倍程度だとのこと。３月に募集している 

のは、『みのりの農園』です。 

他にも、とれたての新鮮な味を楽しみ、都市農業への理解を深めてもらうことを目的に４～１０月の時期

を決めて参加者を募集している、市内の農家が栽培した農産物を畑で収穫する収穫体験農園｢ふれあい

農園｣や、主に手作業で稲作を行う体験水田である「市民水田」、葉の色の異なる古代米等を使って広大

な田んぼに絵を描く取り組み「田んぼアート」など農業にまつわる色々な取り組みをしています。 

詳細は、↓ こちらをご覧ください。 
 
「なごや農あうネット」 http://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/15-2-0-0-0-0-0-0-0-0.html 
 
今年は、名古屋の農業を体験してみてはどうでしょう？ 

 早いもので、もう３月です。年度で見ると、平成２８年度の最終月です。学生さんやお勤めの方も、年度で卒業、

入学・入社、転勤など色々動きがあり、出逢いや別れの季節でもあります。名古屋を離れる方もいるかも知れま

せん。残り少ない２８年度にやり残したことがないよう、ふり返りも行いながら、前に進んでいきましょうね♪ 

３月で住宅無償提供が終了する避難元の地域もあり、継続入居の手続きや退居される方の新居探しなど、
手続きが必要な方も多いと思います。年度替わりのこの時期は、引越をされる方も多いので、まだ手続きが 
終わっていない方は、お早めに手続きをお進めください。 

野崎白菜 



 
  

 

 
 
この定期便が届く頃は、春の兆しが感じられる、暖かい日になっていると思います。今回は、『春』

に関係した『音楽』の話です。 

春の唄は、童謡の「春の小川」「春が来た」「春よ来い」などすぐ出てきます。キャンディーズ「春一

番」も、若き日の蘭ちゃんと共に思い出します。シュトラウス「春の声」は、ワルツの明るいメロディーで

楽しくなります。そこで、二人の日本人の話をします。 

 １人目は『宮城道雄』。８歳で失明。箏曲家で「春の海」を作曲。バイオリンとの合奏を小学校の

時に聞きました。うねる波が想われ、洋楽器との調和に感銘しました。彼は、大阪公演に向かう 

夜行急行列車「銀河」の乗降口から転落して亡くなりました。刈谷駅の近くでした。私も大学時代、

「銀河」は帰省で利用する候補の一つで覚えています。 

２人目は『滝廉太郎』。彼の春の曲は、「花」(春のうららの～♪)かもしれません。私は、「荒城の月」

(春高楼の花の宴～♪)です。この曲のイメージはいくつかの城が候補にあがっていますが、その１つが

大分県竹田市の岡城と言われます。１２歳の時、竹田に２～３年住みましたが、竹田が好きで、 

晩年病の床でも竹田に行きたいと言っていたそうです(２３歳没)。2012 年７月の九州北部豪雨で、

竹田市は大きな被害があり、私はボランティアとして この地を訪れました｡岡城は日本三険城と

呼ばれ､迫力ある石垣があり､春は桜がきれいだそうです｡ 
 
ここからは皆さんへのお知らせです。 

 『お茶っこサロンなごや』は、愛知学院大学のご協力により、名城公園キャンパス１０階ホールで 

行います。眼下に、名城公園を眺め、その背景には名古屋城天守閣が望めます。名古屋城全景

を眺める最高の場所です。同大学の学生も参加します。更に、桜花学園高校のハンドベル演奏な

どもあります。大学には座禅室がありますが、体験しますか？ 軽食を準備します。終了後、希望

者は名古屋城の入場も予定しています。春の楽しい一日をお過ごしください。 
 

（お茶っこサロンボランティアＯ） 
 

【日 時】 平成２９年３月２６日（日） １０：３０～１２：３０ 

 （受付：１０：００頃～） 
 

【会 場】 愛知学院大学名城公園キャンパス 

     アガルスタワー１０階 アガルスホール 
（北区名城 3-1-1） 

 
【アクセス】 地下鉄名城線「名城公園」駅 

２番出口 徒歩１分 

※ 公共交通機関でお越しください。 

      ※ 駐車場には限りがありますので、車で 

       来られる方は、必ず事前にご連絡ください。 
 

【申 込】 参加希望の方は、３月１７日（金）までに 

センターまでお申込みください。 
 

  ←地下鉄名城公園駅改札口付近で、 

スタッフが看板を持って、駅から 

道案内しています♪ 
 
 

 

♪今後のお茶っこサロンの予定  

現在調整中です。日程や会場が決まり次第、お知らせします。 

 
 

～春の音楽～ 

場所がわからない場合はお電話ください。（電話：０７０-５５８７-７１５３ 当日９：００頃～） 


